
再構築事業実施スキーム
（計画期間：令和６年４月～令和１６年３月）

運 行

車両保有

インフラ保有

維持管理

土地保有

■輸送人員：440,000人（R15年度見込み）
（計画未実施の場合：344,715人）

■当期純利益（R6～15年度の10年平均）
800千円

（計画未実施の場合：△27,151千円）

効 果

具体的施策と効果

■次世代信号システムの導入による利便性
向上
◇次世代信号システムの導入

［3年間（R6～R8）：3.3億円］

■安全・安心な運送サービスの提供
◇PC枕木化や踏切設備の更新といった鉄道
施設等の更新・修繕の実施による安全・安
心な運送サービスの提供

［施設更新・整備 10年間：5.4億円］

そのほか、［維持・修繕10年間：12.3億円］

■地域と連携した利用促進・増収施策の推進
◇市役所と一体となった駅舎等の活用
◇駅周辺のイベントと連携した利用促進
◇企画・貸切列車の充実や鉄道を活用した
旅行商品の活用

山形鉄道の鉄道事業再構築事業の概要

鉄道用地の
無償貸付

山形鉄道（株）
《第一種鉄道事業者》

山形県

設備投資費用
の補助

国

鉄道施設・車両に係る
修繕・維持管理費用の

補助

長井市、南陽市、白鷹町、川西町
（沿線２市２町）

具体的な施策
◇は社総交活用予定事業
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